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■
市
長
選
挙

　
今
回
の
市
長
選
挙
に
は
、
現
職

と
新
人
あ
わ
せ
て
３
人
の
候
補
者

が
立
候
補
し
選
挙
が
行
わ
れ
、
開

票
の
結
果
、
現
職
の
中な

か

田た

裕
ひ
ろ
し

氏

が
再
選
し
ま
し
た
。

10 月 11 日の開票の様子。

中
なか

田
た

　裕
ひろし

 氏（無所属）
富谷地区

大
おお

塚
つか

 健
けん

次
じ

 氏（無所属）
本郷地区

市
いち

村
むら

  香
かおる

 氏（無所属）
真壁町下谷貝地区

候補者名 党　派 得票数

当　中田　ひろし 無所属 14,327

　　かつた　道雄 無所属 13,994

　　中島　イチロー 無所属 1,479

候補者名 党　派 得票数

当　大塚　けんじ 無所属 9,490

当　市村　かおる 無所属 9,340

　　こんどう　英司 無所属 8,165

（敬称略）

（敬称略）

桜川市議会議員補欠選挙

男 女 計

当日の有権者数（人） 19,082 19,924 39,006

投票者数

普通投票（〃） 11,710 12,167 23,877

期日前投票（〃） 2,802 3,206 6,008

不在者投票（〃） 85 144 229

計（〃） 14,597 15,517 30,114

棄権者数（〃） 4,485 4,407 8,892

投票率（％） 76.50 77.88 77.20

男 女 計

当日の有権者数（人） 19,082 19,924 39,006

投票者数

普通投票（〃） 11,706 12,167 23,873

期日前投票（〃） 2,798 3,205 6,003

不在者投票（〃） 82 131 213

計（〃） 14,586 15,503 30,089

棄権者数（〃） 4,496 4,421 8,917

投票率（％） 76.44 77.81 77.14

桜川市長選挙

桜川市長選挙･桜川市議会議員補欠選挙
選挙結果

 

■
市
議
会
議
員
　

　 

補
欠
選
挙

　
市
長
選
挙
と
あ
わ
せ
て
行
わ
れ

た
市
議
会
議
員
２
人
の
補
欠
選
挙

で
は
、３
人
の
候
補
者
が
立
候
補
。

結
果
、
大お

お

塚つ
か

健け
ん

次じ

氏
と
市い

ち

村む
ら

香
か
お
る

氏
が
初
当
選
し
ま
し
た
。

　
桜
川
市
長
の
任
期
満
了
に
伴
う
桜
川
市
長
選
挙
と
、
欠
員

と
な
っ
て
い
る
桜
川
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
が
、
去
る
10
月

11
日
に
行
わ
れ
、
同
日
20
時
か
ら
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

「
シ
ト
ラ
ス
」
で
開
票
の
結
果
、次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

■
問
合
先
／
桜
川
市
選
挙
管
理
委
員
会(

市
役
所
総
務
課
内)

（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内
線
１
２
１
６
・

１
２
１
７
）
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真
壁
伝
統
的
建
造
物
群

　
保
存
地
区
が
ス
タ
ー
ト

　
平
成
15
年
の
調
査
開
始
か
ら
７

年
目
の
今
年
９
月
28
日
、
伝
統
的

な
町
並
み
の
残
る
真
壁
地
区
の
中

に
、
真
壁
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
を
定
め
、
伝
統
的
な
建
物
の

保
存
と
景
観
の
整
備
を
行
っ
て
ゆ

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

保
存
対
象
と
な
る
地
域

　
保
存
地
区
は
真
壁
市
街
地
の
中

央
部
に
あ
た
り
、上
宿
町
の
一
部
、

下
宿
町
全
域
、
高
上
町
全
域
、
仲

町
の
一
部
、
大
和
町
全
域
で
す
。

（
下
図
参
照
）
こ
の
地
区
で
は
、

良
好
な
景
観
を
守
る
た
め
、
高
層

の
建
物
な
ど
周
囲
の
景
観
に
調
和

し
な
い
建
物
は
規
制
し
、
町
並
み

景
観
に
調
和
し
た
修
理
や
修
景
に

は
補
助
を
行
い
ま
す
。

建
物
の
外
観
変
更
に
は
教
育

委
員
会
の
許
可
が
必
要
で
す

　
保
存
地
区
内
で
は
、
新
築
・
改

築
・
増
築
・
取
り
壊
し
・
修
繕
な

ど
建
物
の
外
観
を
変
更
す
る
場
合

に
は
、
現
状
変
更
の
許
可
が
必
要

と
な
り
ま
す
。（
緊
急
修
理
な
ど

を
除
く
。）

　
地
区
内
の
皆
様
に
は
保
存
計
画

書
な
ど
関
係
書
類
を
配
布
し
て
参

り
ま
す
が
、
建
物
や
門
、
塀
な
ど

何
ら
か
の
工
事
を
行
う
場
合
は
、

ま
ず
教
育
委
員
会
の
文
化
生
涯
学

習
課
文
化
財
係
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
伝
統
的
建
造
物
の
修
理

や
、
新
築
・
改
築
の
際
の
修
景
に

対
す
る
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す
の

で
、
教
育
委
員
会
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
今
後
、
さ
ら
に
国
の
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
選
定
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
申
請
を
行
う

予
定
で
す
。
国
は
日
本
に
と
っ
て

価
値
が
高
い
と
判
断
す
る
伝
建
地

区
を
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
と
し
て
選
定
し
、
各
種

支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
市
で
は
、
来
年
２
月
の
申
請
を

目
指
し
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
文
化
財
係
（
☎
58-

５
１
１
１
、

75-

３
１
１
１
、
内
線
３
２
２
４
）

　

保
存
地
区
に
定
め
ら
れ
た
地
域赤

く
染
め
ら
れ
た
保
存
地

区
内
で
の
新
築
・
改
築
・

増
築
・
取
り
壊
し
・
修
繕

な
ど
建
物
の
外
観
を
変
更

す
る
場
合
に
は
、
現
状
変

更
の
許
可
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

～
建
物
の
工
事
・
修
理
の
際
に
は　

　
　
　
　

教
育
委
員
会
に
ご
相
談
を
！
～

地区内で建物の外観を変更する場合には、教育委員会の許可が必要です。



4さくらがわ　2009.11.1

　
最
近
、
茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
・
相
談

を
紹
介
し
ま
す
。
実
際
に
あ
っ
た

事
例
を
知
る
こ
と
で
、
被
害
を
未

然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
関
連
の

投
資
話
に
ご
注
意
!!

　
突
然
、
見
知
ら
ぬ
女
性
か
ら
電

話
が
あ
り
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

流
行
し
ワ
ク
チ
ン
が
足
り
な
い
。

ダ
チ
ョ
ウ
の
卵
で
ワ
ク
チ
ン
を
作

る
会
社
の
株
を
買
え
ば
儲
か
る
。」

と
投
資
を
勧
め
ら
れ
た
と
い
う
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
事
業
の
実
態
は
明
ら
か
で
な

く
、ま
た
「
株
を
買
え
ば
儲
か
る
」

と
い
う
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
は
問

題
が
あ
り
ま
す
。

　
興
味
本
位
で
話
を
聞
き
始
め

る
と
、
相
手
の
ペ
ー
ス
に
巻
き
込

ま
れ
断
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
不
必
要
な
電
話
勧

誘
は
キ
ッ
パ
リ
断
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
岩
瀬
駅
前
広
場
整
備
事
業
の

完
成
に
伴
い
、
岩
瀬
駅
前
の
通
行

体
系
が
次
の
図
の
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
一
般
の
車
両
と
バ
ス
・
タ
ク
シ

ー
の
通
行
帯
が
区
別
さ
れ
ま
し

た
。
送
り
迎
え
な
ど
で
利
用
す
る

際
に
は
、
図
の
「
一
般
車
」
の
通

行
帯
に
進
入
し
て
か
ら
停
車
し
、

「
一
般
乗
降
場
」
で
乗
降
し
て
く

だ
さ
い
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
先
／
都
市
整
備
課（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
１
１
６
５
）

携
帯
通
信
端
末
の
電
波
状

況
確
認
の
ア
ル
バ
イ
ト
に

ご
注
意
!!

　
携
帯
通
信
端
末
の
電
波
状
況
を

確
認
す
る
ア
ル
バ
イ
ト
募
集
の
説

明
会
に
参
加
し
た
と
こ
ろ
、
業
務

に
必
ず
必
要
と
い
わ
れ
、
高
額
な

端
末
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
契
約
し
て

し
ま
っ
た
が
、
普
段
は
使
う
こ
と

も
な
く
仕
事
の
保
証
も
な
い
の
で

解
約
し
た
い
と
い
う
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
業
者
が
提
供
す
る
仕
事
（
内
職

な
ど
）
を
す
る
こ
と
で
収
入
が
得

ら
れ
る
と
誘
い
、
高
額
な
商
品
を

契
約
さ
せ
る
業
者
に
は
注
意
が
必

要
で
す
。

　
お
か
し
い
な
と
思
っ
た
ら
、
契

約
す
る
前
に
最
寄
り
の
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

桜
川
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

■
電
話
／
０
２
９
６-

75-

６
３
０
０

■
相
談
日
時
／
月
～
金
曜
日
、
９

時
～
12
時
・
13
時
～
16
時

多
重
債
務
者
向
け
無
料

法
律
相
談
会
の
開
催

　
多
重
債
務
者
を
対
象
に
、

無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
借
金
問
題
で
お
困
り

の
方
は
、
是
非
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
弁
護
士
、
司
法
書
士
、

消
費
生
活
相
談
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
12
月
２
日(

水)

10

時
～
16
時

■
場
所
／
茨
城
県
筑
西
合
同

庁
舎（
筑
西
市
二
木
成
６
１
５
）

■
相
談
料
／
無
料

■
定
員
／
30
人
（
※
事
前
予

約
制
　
先
着
順
）

■
申
込
締
切
／
11
月
27
日（
金
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
茨
城

県
生
活
文
化
課(

☎
０
２
９-

３
０
１-

２
８
２
９
・
�

０
２
９-

３
０
１-

２
８
４
８)

　

 
消
費
生
活
緊
急
情
報

岩
瀬
駅
前
の
通
行
体
系
が
変
わ
り
ま
し
た

！
桜
川
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

バス・タクシー

一　般　車

タクシー専用

一般乗降場

JR岩瀬駅
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県西総合病院
KENSEI  GENERAL  HOSPITAL

〒 309−1295　桜川市鍬田 604
ＴＥＬ　0296−75−3171(代表)　ＦＡＸ　0296−76−1201
医療連携室 FAX　0296 −75 −6525

外来診療のご案内

土

※小島 ( 血液 予約 )
不定期

○予約外来となっております。なお、予約外の患者様はしばらくお待ちいただくことがありますのでご了承ください。

中原 ( 成長・発達 予約 )
第 1・3・5 週

福島 第 1・3・5 週
※堀米 ( 循環器 予約 )

第 1 週
救急のみ第 2・4 週

○乳児検診の受付時間は 13：00 ～ 14：00 になります。
○夜間救急診療の受付時間は 18：00 ～ 19：00 になります。
○第 2・4 土曜日の救急診療を希望される場合は、9：00 ～ 9：30 までに小児科外来にご連絡ください。
○休日の小児救急外来は、9：30 までに来院していただければ、小児科医が 9：30 から診察いたします。

宮内　第 1 週
大久保　第 3 週

○予約外来となっております。なお、予約外の患者様はしばらくお待ちいただくことがありますのでご了承ください。
○月～金曜日　8：00 より消毒外来（予約の患者様のみ）となります。

田中
第 1・3・5 週

スポーツ外来
第 1・3 週 ( 予約 )

○予約外来となっております。なお、予約外の患者様は大変お待ちいただくことがありますのでご了承ください。

近藤

○水曜日午後は、女性泌尿器科外来となります。（担当：近藤　診療時間 14：30 ～ 16：00）

国広　森谷
第 1・3 週

金

※来栖 ( 肝臓 )
　角 ( 呼吸器 )

※小林 ( 内分泌 予約 )

※江畑(循環器予約)

中原

※榎園

乳児検診
予防接種 ( 予約 )

夜間救急診療

大久保 ( 予約 )

※中居

田中
第 2・4 週

中川 ( 予約 )

※川添

国広
森谷

予約検査

佐藤

※山内
一部予約

※山内
一部予約

※中山
第 1・3・5 週

受付 11：00 まで

木

渡辺 ( 消化器 )
間瀬 ( 腎臓 )

※山鳥 ( 呼吸器 )
※冨所 ( 神経 予約 )

※仁保(循環器 予約)

※富所 ( 神経予約 )

中原

福島

武藤 ( 予約 )

中川 ( 予約 )
※御園生 ( 予約 )

近藤

国広
森谷

予約検査

佐藤

※大久保

※大久保

水

間瀬 ( 腎臓 )
※江畑 ( 循環器 予約 )
　※錦 ( 透析棟・CAPD 外来 )

※伊藤 ( 膠原病 予約 )

角 ( 呼吸器予約 )

中原

福島

予防接種 ( 予約 )

太田 ( 予約 )

中川 ( 予約 )

近藤 ( 予約 )
主に検査・処置

女性泌尿器科
診療時間 14：30 ～ 16：00

予約検査

※市川

※市川

※中山
第 2・4 週

火

岩渕 ( 腎臓 )
※山縣 ( 腎臓 予約 )

角 ( 呼吸器 )

※来栖 ( 肝臓 予約 )
※石田 ( 腎臓 予約 )

中原
※梶川

第 1・3・5 週
※大戸

第 2・4 週

中原
福島

( 気管支喘息予約 )

予防接種 ( 予約 )
夜間救急診療

武藤 ( 予約 )

田中

中川 ( 予約 )
※筑波大医師 ( 予約 )

近藤

国広
森谷

予約検査

佐藤

※宮本

※宮本

月

岩渕 ( 腎臓 )
※江畑(循環器 予約)

渡辺 ( 消化器 )

中原

福島

夜間救急診療

宮内 ( 予約 )

田中

中川 ( 予約 )
※辰村 ( 予約 )

近藤

国広
森谷

予約検査

佐藤

※山内
一部予約

※山内
一部予約

午前

２F

午後
予約のみ

午前

午後

夜間

午前

午前

午後

午前

午前

午後

午前

午後

午前

午前

午後

午前

午後

午前

午後

内　科

小児科

外　科

脳神経外科

整形外科

泌尿器科

眼　科

皮膚科

産婦人科

耳鼻咽喉科

形成外科

平成 21 年 11 月 1 日改訂※印は非常勤医師です。

■受付時間／平日　7：30～ 11：30・12：00 ～ 15：30　　第 1・3・5土曜日　7：30～ 11：00
■診察開始時間／ 9：00 ～・13：00 ～
ホームページ [http://www.kensei-hospital.or.jp] に病院の施設案内や、各医師の紹介などを掲載してありますのでご利用ください。
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岩
いわ

崎
さき

敏
とし

実
み

さんが桜川市

初の青年海外協力隊に着任

　
こ
の
度
、
池
亀
地
区
在
住
の
岩い

わ

崎さ
き

敏と
し

実み

さ
ん
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
独
立
行

政
法
人 

国
際
協
力
機
構
）の
青
年
海

外
協
力
隊
と
し
て
エ
ジ
プ
ト
に
お
い

て
２
年
間
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
、

市
役
所
を
表
敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
氏
は
、
以
前
か
ら
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
が
あ
り
、
今
回

の
応
募
に
よ
り
見
事
に
夢
が
か
な
い

ま
し
た
。
現
地
で
の
主
な
活
動
は
、

ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
へ
の
ス
ポ

ー
ツ
活
動
の
立
案
・
実
施
な
ど
で
活

動
し
て
い
き
ま
す
。「
文
化
も
異
な

る
異
国
で
の
生
活
に
戸
惑
い
も
あ
り

ま
す
が
、
精
一
杯
働
き
た
い
。」
と

抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

大泉地区で秋の収穫祭を開催

　
大
泉
地
区
の
大
泉
農
村
集
落
セ
ン

タ
ー
周
辺
を
会
場
に
、
収
穫
体
験
な

ど
を
行
う
「
収
穫
祭
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
桜
川
北
部
ふ

る
さ
と
づ
く
り
協
議
会
」
が
主
催
す

る
も
の
で
、
大
泉
地
区
に
残
る
里
山

の
景
観
の
保
全
と
、
丘
陵
畑
の
有
効

利
用
を
目
的
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
同
協
議
会
の
方
々
が
丹

精
込
め
て
育
て
た
枝
豆
・
サ
ツ
マ
イ

モ
・
ク
リ
の
収
穫
体
験
と
、
真
壁
藍

保
存
会
の
協
力
に
よ
る
藍
染
め
体
験

が
行
わ
れ
、
秋
の
晴
天
の
も
と
約

１
５
０
人
の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

見
晴
ら
し
の
良
い
丘
陵
畑
で
サ
ツ
マ
イ
モ
の

収
穫
を
楽
し
む
参
加
者
の
皆
さ
ん
。

桜川市岩瀬福祉センターで

秋まつりを開催
　
桜
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
岩
瀬
福

市
セ
ン
タ
ー
で
秋
祭
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
セ
ン
タ
ー
内
に
５
月

に
開
設
し
た
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
」
に
通
う
子
ど
も
達
と
、
同
じ
く

同
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
通
う
高
齢
者
の
方
々
の
交
流
を

目
的
に
実
施
し
た
も
の
で

す
。

　
当
日
は
、
子
ど
も
達
と

高
齢
者
が
一
緒
に
飾
り
つ

け
た
御
輿
を
、
子
ど
も
達

が
元
気
一
杯
に
担
い
で
セ

ン
タ
ー
内
を
練
り
歩
き
ま

し
た
。
他
に
も
ヨ
ー
ヨ
ー

釣
り
や
ボ
ー
リ
ン
グ
、
輪

投
げ
、
く
じ
な
ど
を
楽
し

み
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

秋
祭
り
を
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
た
「
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
通
う
子
ど
も
達
と
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
通
う
高
齢
者
の
皆
さ
ん
。

交通安全高齢者

輪投げ大会を実施

　
秋
の
交
通
安
全
週
間
に
合
わ
せ
て

「
交
通
安
全
高
齢
者
輪
投
げ
大
会
」

が
、
大
和
体
育
館
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
高
齢
者
の
交
通
事

故
が
多
発
し
て
い
る
状
況
か
ら
、
競

技
を
つ
う
じ
て
高
齢
者
の
交
通
安
全

意
識
の
高
揚
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
市
内
か
ら
９
チ
ー
ム

45
人
が
参
加
。
会
場
内
の
コ
ー
ス
に

設
置
さ
れ
た
交
通
安
全
施
設
通
過
と

輪
投
げ
を
交
互
に
行
い
、
そ
の
施
設

通
過
時
の
得
点
と
投
輪
の
合
計
得
点

で
競
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
、
元
岩
瀬

チ
ー
ム
が
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

競
技
を
と
お
し
て
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を

は
か
っ
た
参
加
者
の
皆
さ
ん
。

丹精込めて育てた

巨大かぼちゃが勢揃い
市
役
所
を
訪
れ
、
山
田
副
市
長
（
写
真
左
）

に
抱
負
を
語
る
、岩
崎
敏
実
さ
ん
（
写
真
右
）。

〝親子交流パンづくり〟

市営ますみ住宅で開催

　
友
部
地
区
の
桜
川
市
営
ま
す
み
住

宅
集
会
所
で
「
第
２
回
親
子
交
流
パ

ン
づ
く
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
同
住
宅
に
住
む
波

木
新
子
さ
ん
呼
び
か
け
の
も
と
、
昨

年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。

　
当
日
は
、
同
住
宅
に
住
む
親
子
約

30
人
が
参
加
。
子
ど
も
達
は
最
初
ぎ

こ
ち
な
い
手
付
き
で
、
手
や
顔
を
粉

で
白
く
さ
せ
な
が
ら
生
地
を
こ
ね
て

い
ま
し
た
が
、
最
後
に
は
パ
ン
職
人

の
よ
う
な
手
付
き
で
動
物
や
自
分
の

顔
を
作
り
、
焼
き
上
が
っ
た
パ
ン
を

美
味
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し

た
。

ぎ
こ
ち
な
い
手
付
き
で
、
手
や
顔
を
粉
で
白

く
さ
せ
な
が
ら
生
地
を
こ
ね
る
参
加
者
し
た

皆
さ
ん
。

第４回 桜川市家庭婦人

バレーボール連盟杯開催
「
第
４
回
桜
川
市
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

連
盟
杯
」
で
優
勝
し
た
、「
グ
レ
ー
ス
」
チ
ー

ム
の
皆
さ
ん
。

　
桜
川
市
総
合
運
動
公
園
　
岩
瀬
体

育
館
「
ラ
ス
カ
」
を
メ
イ
ン
会
場
に

「
第
４
回
桜
川
市
家
庭
婦
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
連
盟
杯
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
大
会
に
は
、
市
内
の
22
チ
ー
ム
が

参
加
。
優
勝
を
目
指
し
て
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の

と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
・
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
】

優
　
勝
　 

グ
レ
ー
ス
（
真
壁
地
区
・

写
真
上
）

準
優
勝
　
ウ
イ
ン
グ
（
真
壁
地
区
）

第
３
位
　
ひ
ま
わ
り
（
真
壁
地
区
）

　
堤
上
地
区
の
堤
上
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
で
「
第
10
回
桜
川
か
ぼ
ち
ゃ
会

品
評
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
記
念
す
べ
き
10
回
目
を
迎
え
る
こ

の
品
評
会
は
、
年
々
参
加
者
を
増
や

し
、
今
回
は
こ
れ
ま
で
最
多
の
43
人

が
参
加
。
丹
精
込
め
て
栽
培
し
た
自

慢
の
か
ぼ
ち
ゃ
を
持
ち
寄
り
ま
し

た
。
結
果
、
深ふ

か

谷や

一い
っ

誠せ
い

さ
ん
（
写
真

前
列
左
か
ら
６
人
目
／
堤
上
地
区
）

が
86
㎏
の
見
事
な
か
ぼ
ち
ゃ
で
優

勝
。
以
下
重
さ
の
順
で
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、「
か
ぼ
ち
ゃ
ら
し
い

で
賞
」「
美
肌
で
賞
」
な
ど
ユ
ニ
ー

ク
な
表
彰
も
あ
り
、
参
加
し
た
皆
さ

ん
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

上小幡地区で敬老会を開催

高
齢
者
の
方
々
の
た
め
、
毎
年
手
作
り
で
実

施
し
て
い
る
地
区
敬
老
会
。
今
年
も
講
習
会

や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
楽
し
い
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

　
真
壁
町
上
小
幡
地
区
の
上
小
幡
児

童
館
に
お
い
て
毎
年
恒
例
の
敬
老
会

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
地
区
内
の
65
歳
以
上
の

方
々
60
人
が
参
加
。
区
長
あ
い
さ
つ

の
後
、
桜
川
警
察
署
か
ら
防
犯
対
策

（
振
り
込
め
詐
欺
）
や
交
通
安
全
の

講
話
、
地
区
の
健
康
体
操
指
導
員
か

ら
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
の
実
技

指
導
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
輪
投
げ
大
会
や
カ
ラ
オ
ケ

大
会
と
い
っ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も

実
施
さ
れ
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
は
昼

食
を
撮
り
な
が
ら
楽
し
い
一
日
を
過

ご
し
ま
し
た
。

記
念
す
べ
き
第
10
回
を
迎
え
た
桜
川
か
ぼ

ち
ゃ
会
品
評
会
に
は
、
丹
精
込
め
て
栽
培
し

た
自
慢
の
か
ぼ
ち
ゃ
43
個
が
集
め
ら
れ
、
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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く
ら
し
の
情
報

ス
」
13
時
～
15
時

※
電
話
予
約
可
、先
着
６
人
ま
で（
一

人
20
分
以
内
）、
電
話
予
約
可

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
市
民
課
人
権

啓
発
推
進
室
（
☎
58-

５
１
１
１
・

75-

３
１
１
１
、
内
線
３
１
２
０
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

水
戸
地
方
法
務
局

　
職
場
に
お
け
る
男
女
差
別
や
セ
ク

ハ
ラ
、
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
の
女
性
に
対

す
る
あ
ら
ゆ
る
人
権
侵
害
に
つ
い
て

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
期
間
／
11
月
15
日
（
日
）
～
21
日

（
土
）
ま
で
の
７
日
間

■
相
談
時
間
／
８
時
30
分
～
19
時

※
土
・
日
曜
日
は
10
時
～
15
時

■
電
話
番
号
／
０
５
７
０-

０
７
０

-

８
１
０
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ

ル
）

■
相
談
員
／
人
権
擁
護
委
員
・
法
務

局
職
員

■
問
合
先
／
水
戸
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
（
☎
０
２
９-

２
２
７-

９
９
１
９
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

市
内
の
猟
区
が
廃
止
さ
れ
ま
す

農
林
課

　
桜
川
市
の
猟
区
の
存
続
期
間
が
、

10
月
31
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
に
よ
り
狩
猟
期
間
中
は
、
保

護
区
域
を
除
い
た
市
内
全
域
が
一
般

猟
場
と
な
り
、
通
常
に
狩
猟
が
行
わ

れ
ま
す
。

■
狩
猟
期
間
／
11
月
15
日
～
２
月
15

日
ま
で
（
※
イ
ノ
シ
シ
猟
に
つ
い
て

は
３
月
15
日
ま
で
）

■
問
合
先
／
農
林
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
３
１
６
２
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

平
成
21
年
度
秋
季
全
国
火
災
予

防
運
動

桜
川
消
防
署

　「
消
え
る
ま
で
ゆ
っ
く
り
火
の
元

に
ら
め
っ
子
」
の
統
一
防
火
標
語
の

も
と
、
今
年
も
秋
の
火
災
予
防
運
動

が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
火

災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止

し
、
高
齢
者
な
ど
を
中
心
と
す
る
死

者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
、
財
産
の
損

失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

■
運
動
期
間
／
11
月
９
日
（
月
）
～

15
日
（
日
）
ま
で
の
７
日
間

■
重
点
目
標

・
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

・�

放
火
火
災
、
連
続
放
火
火
災
防
止

対
策
の
推
進

・�

特
定
防
火
対
象
物
等
に
お
け
る
防

火
安
全
対
策
の
徹
底

・�

製
品
火
災
の
発
生
防
止
に
向
け
た

取
組
み
の
推
進

■
主
な
行
事
／
11
月
９
日
（
月
）:

林
野
火
災
防
御
訓
練
（
桜
川
市
東
飯

田
地
区
　
花
の
入
公
園
）、
火
災
予

防
防
火
パ
レ
ー
ド
（
市
内
全
域
）

■
住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る
７
つ

の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
る
。

・�

ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
物
か
ら

離
れ
た
場
所
で
使
用
す
る
。

・�

料
理
中
に
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の

火
も
と
の
そ
ば
を
離
れ
る
時
は
、

必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

・�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・�

寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
防
災
品

を
使
用
す
る
。

・�

初
期
消
火
の
た
め
に
、
住
宅
用
消

化
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

・�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
つ
く
る
。

■
問
合
先
／
桜
川
消
防
署
（
☎
０
２

９
６-

75-

３
５
９
２
）・
真
壁
分

署
（
☎
０
２
９
６-

55-

２
４
０

３
）・
大
和
分
署
（
☎
０
２
９
６-

58-

６
８
５
１
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

老
朽
消
化
器
を
回
収
し
ま
す

茨
城
県
消
防
設
備
協
会

■
実
施
日
時
／
11
月
15
日
（
日
）
10

時
～
14
時

■
回
収
場
所
／
桜
川
消
防
署
・
真
壁

分
署

※
回
収
は
、有
料
と
な
り
ま
す
。（
消

火
器
に
よ
っ
て
金
額
が
こ
と
な
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。）

■
問
合
先
／
桜
川
消
防
署
（
☎
０
２

９
６-

75-

３
５
９
２
）

市
民
健
康
講
座

健
康
推
進
課

「
自
分
で
守
る
健
康
」

■
日
時
／
11
月
11
日
（
水
）
13
時
30

分
～
15
時

■
場
所
／
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階
　
集
会
室

■
講
師
／
大
塚
外
科
医
院
　
土
井
美

幸
先
生

■
参
加
料
／
無
料

■
申
込
期
限
／
11
月
10
日
（
火
）

※
お
電
話
ま
た
は
健
康
推
進
課
窓
口

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
健
康
推
進
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
２
３
５
１
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
つ
ば

さ
参
加
者
募
集Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
つ
ば
さ

　
精
神
障
害
が
あ
っ
て
も
地
域
で
楽

し
く
生
活
し
た
い
方
、
就
労
を
目
指

し
た
い
方
、
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん

か
。

■
場
所
／
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

つ
ば
さ
（
筑
西
市
小
林
３
５
５
　
精

神
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

■
対
象
／
精
神
科
に
通
院
し
、
社
会

復
帰
・
社
会
参
加
を
目
指
し
て
い
る

方
。

■
内
容
／
生
活
・
作
業
訓
練
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

■
活
動
日
／
月
・
火
・
木
・
金
・
土

曜
日

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

つ
ば
さ
（
古
池
　
☎
・
�
０
２
９
６

-

52-

２
７
４
３
）

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

「
大
和
駅
駐
車
場
」

都
市
整
備
課

　
市
で
は
、
駐
車
場
の
利
用
促
進
を

図
る
た
め
に
広
く
利
用
者
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
大
和
駅
前
駐
車
場
に
は
20

台
分
の
空
車
枠
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
利
用
料
金

・�

月
極
契
約
／
月
額
４,
０
０
０
円

・�

一
日
利
用
／
一
回
３
０
０
円
（
現

金
）
※
お
得
な
回
数
券
（
11
枚
綴

３,
０
０
０
円
）
も
有
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
大
和
庁
舎
都

市
整
備
課
、
岩
瀬
・
真
壁
庁
舎
総
合

窓
口
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

市
長
と
語
ろ
う
！
　
　
　
　
　

「
市
民
の
日
」

秘
書
広
報
課

　
皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
反
映
す
る

た
め
、
市
長
と
語
り
合
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。話
題
は
な
ん
で
も
結
構
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

■
日
時
／
11
月
25
日
（
水
）
９
時
～

12
時
・
13
時
～
16
時

■
場
所
／
大
和
庁
舎
１
階
談
話
室

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
１
２
６
７
）

※
次
回
の
『
市
民
の
日
』
は
12
月
21

日
（
月
）
に
真
壁
庁
舎
で
行
い
ま
す
。

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

無
料
相
談
を
行
い
ま
す

市
民
課

人
権
相
談

○
日
時
・
場
所
／
12
月
１
日
（
火
）

岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
・
12
月
２

日
（
水
）
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

「
シ
ト
ラ
ス
」　
10
時
～
15
時

○
相
談
内
容
／
相
続
・
離
婚
・
近
所

と
の
も
め
ご
と
・
い
じ
め
・
土
地
や

建
物
、
金
銭
の
貸
借
・
差
別
問
題
な

ど法
律
相
談

○
日
時
・
場
所
／
12
月
２
日
（
水
）

大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ
ト
ラ

※
市
税
は
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く

簡
単
で
便
利
な
納
付
方
法
と

し
て
、
口
座
振
替
制
度
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

11
月
の
納
税
・
保
険
料

固
定
資
産
税
　
　
　
　
３
期

国
民
健
康
保
険
税
　
　
６
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
　
５
期

納
期
限:

11
月
30
日
（
月
）

お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉
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12月分 健 康 ガイド
《問合先》健康推進課　☎ 58-5111・75-3111

月　　日 医   療   機   関   名  住　 　　　　　　所 ☎ 受  付  時  間

12/6 (日) 大塚医院 真壁町亀熊1900 0296－55－0512

9：00〜12：00

13：00〜16：00

(保険証は必ず持参）

12/13 (日) 平島医院 岩瀬198 0296－75－2510

12/20(日) 塚田医院 真壁町飯塚97-1 0296－55－0585

12/23(水)
(天皇誕生日)

山王病院 岩瀬42 0296－75－0600

12/27 (日) 田崎内科医院 真壁町田268-6 0296－55－2511

12/29 (火) 阿部田医院 真壁町亀熊123-1 0296－55－0305

12/30 (水) 鏑木クリニック 加茂部4-1 0296－76－3131

12/31(木) 根本医院 真壁町真壁202 0296－55－0027

12月の休日応急診療医療機関

12月の成人健康づくり
月　　日 種目および会場 対　　　　   象 開 催 時 間 内　　　　　容

12/10(木)・

22(火)

総合健康相談（会場／岩瀬庁

舎健康推進課、真壁保健セン

ター）

母子・成人全対象 9：30〜11：30

子供の発達･栄養･しつけ（身体計測は要予

約）、食事や運動の健康相談、糖尿病･高血

圧･脂質異常症などの生活習慣病に関する

栄養相談（要予約）、血圧･腹囲･体脂肪測

定など

月　　日 種　　　　　　目 開 催 時 間 備　 　 　 　 　 　 　 考

12/7 (月) こころの健康相談 13：00〜15：00
精神保健福祉士が担当し、秘密は厳守されます。（要予約）

会場：岩瀬福祉センター

第 1 ・ 2 ・

3・4火曜日
精神保健デイケア 9：30〜11：30

仲間と楽しい時間を過ごしませんか。お気軽にどうぞ。

（要申込）

12月の精神保健

12月の母と子の健康づくり
月　　日 種目および会場 対　　　　   象 開 催 時 間 持 参 す る 物

12/3 (木)
こども健康教室

（会場／真壁保健センター)
生後1歳未満児の保護者 10：00〜11：30

母子健康手帳、パンフレット「子

どもの救急ってどんなとき？」

（要予約、定員15人）

12/9(水)
楽しい子育て教室（会場／

岩瀬福祉センター）

生後2〜4か月児と

その保護者
10：00〜11：30

母子健康手帳、バスタオル1枚、

おねしょパットまたはレジャー

シート、麦茶や湯冷ましなどの水

分やミルク（要予約）

対象／真壁地区の方（会場 / 真壁保健センター）

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持 参 す る 物

12/17(木) 1歳児健診
H20.10月・11月・12

月生
13：00〜13：20 母子健康手帳、送付した問診票、バスタオル

12/22(火) 3〜5か月児育児相談
H21.7月・8月・9月

生
13：00〜13：20 母子健康手帳、送付した問診票、バスタオル

12月の予防接種

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持 参 す る 物

12/2 (水) ポリオ 生後3か月〜7歳6か月未満 13：15〜13：45 母子健康手帳、体温計、予診票

対象／岩瀬地区の方（会場 / 岩瀬福祉センター）

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持 参 す る 物

12/8(火) 1歳6か月児健診 H20.4月・5月生 13：00〜13：20
母子健康手帳、送付した問診票、バスタオ

ル、歯ブラシ（子ども用と仕上げみがき用）

12/14(月) 1歳児健診 H20.12月生 13：00〜13：20 母子健康手帳、送付した問診票、バスタオル

12月の乳幼児健診・育児相談
対象／岩瀬・大和地区の方（会場 / 岩瀬福祉センター）

12月の献血
月　　日 会場および受付時間

12/8 (火) パワーマート岩瀬店（13：30〜16：00）

12/17(木) 桜川市役所　真壁庁舎（10：00〜15：30）
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11
月
は
収
税
対
策
推
進
月
間

で
す
。

～
市
税
な
ど
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
～

　
今
月
、
市
役
所
全
職
員
に
よ
る
市

税
な
ど
の
納
税
推
進
を
実
施
し
ま

す
。
対
象
と
な
る
の
は
、
住
民
税
・

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民

健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
で
す
。

　
未
納
に
な
っ
て
い
る
ご
家
庭
に
、

職
員
が
夜
間
ま
た
は
休
日
に
訪
問
い

た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。（
※
訪
問
す
る
職
員
は
必

ず
身
分
証
明
書
を
携
行
し
て
い
ま

す
。）

納
税
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　
災
害
や
病
気
、
失
業
、
事
業
の
廃

止
な
ど
で
納
税
が
困
難
に
な
っ
た
時

に
は
、
分
割
納
付
や
一
定
期
間
の
納

税
猶
予
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
納
期
限
ま
で
に
納
め
る
こ
と
が
出

来
な
い
と
き
は
、
収
税
課
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
木
曜
日
は
、
19
時
30
分
ま
で
大
和

庁
舎
収
税
課
に
お
い
て
、
相
談
窓
口

　
国
民
の
皆
さ
ま
の
信
頼
に
応
え
、

一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
実
現
を
目

指
し
、
社
会
保
険
庁
は
組
織
・
人
員

を
一
新
し
て
「
日
本
年
金
機
構
」
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
現
在
あ
る
お
近
く
の
社
会
保
険
事

務
所
は
、
新
た
に
「
年
金
事
務
所
」

と
名
称
が
変
わ
り
ま
す
が
、
年
金
相

談
な
ど
の
窓
口
と
し
て
引
き
続
き
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ま
た
、「
年
金
事
務
所
」
は
、
現

在
あ
る
社
会
保
険
事
務
所
の
建
物
を

そ
の
ま
ま
使
用
し
ま
す
の
で
、
所
在

地
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
日
本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
社
会
保
険
庁
や
社
会
保
険

事
務
所
の
名
義
で
ご
案
内
し
て
い
た

各
種
の
関
係
書
類
は
、内
容
に
よ
り
、

今
後
は
厚
生
労
働
省
ま
た
は
日
本
年

金
機
構
の
名
義
で
ご
案
内
さ
せ
て
い

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

納
税
は
安
心
・
便
利
・
確
実

な
口
座
振
替
で
！

　
市
で
は
「
ウ
ッ
カ
リ
を
シ
ッ
カ
リ

ふ
せ
ぐ
市
税
等
の
口
座
振
替
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
市
内
の
各

金
融
機
関
や
郵
便
局
に
口
座
振
替
依

頼
書
を
設
置
し
、
ど
の
支
店
・
支
所

か
ら
も
申
込
み
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
ま
だ
口
座
振
替
を
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
収
税
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内

線
１
１
３
６
・
１
１
３
７
）

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
国
民

の
皆
さ
ま
方
に
何
ら
か
の
手
続
き
を

し
て
い
た
だ
く
事
は
一
切
ご
ざ
い
ま

せ
ん
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　
日
本
年
金
機
構
は
、
社
会
保
険
庁

か
ら
公
的
年
金
の
運
営
業
務
を
引
き

継
い
で
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

公
的
年
金
制
度
は
、
国
の
制
度
と
し

て
そ
の
財
政
や
運
営
に
国
が
引
き
続

き
責
任
を
持
つ
こ
と
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

収
税
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
日
本
年
金
機
構
」

来
年
１
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

～
社
会
保
険
庁
が
廃
止
さ
れ
、

新
た
に
「
日
本
年
金
機
構
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
～

日本年金機構

社会保険庁

厚生労働省

公的年金の
運営業務

公的年金の
財政責任・運営責任

平成 22年
1月 1日
廃止

「
社
会
保
険
事
務
所
」
か
ら
「
年
金

事
務
所
」
に
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

新
た
な
手
続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り

歴

No.30

文化生涯学習課

資料館係

　
作
例
が
少
な

く
県
内
で
は
唯

一
。
各
像
の
底

に
墨
書
が
あ

り
、
室
町
時
代

中
期
に
真
壁
氏

の
当
主
等
が
楽

法
寺
復
興
に
際

し
て
造
立
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

◆
北
椎
尾
天
神
塚
古
墳
出
土
遺
物

　
一
括
（
桜
川
市
所
蔵
）

　
真
壁
町
椎
尾

に
あ
っ
た
５
世

紀
中
期
の
円
墳

か
ら
発
掘
さ
れ

た
遺
物
群
で
、

数
多
く
の
鉄

剣
、
鉄
鏃
な
ど

豊
富
な
鉄
製
品
、
勾
玉
や
玉
類
な
ど

に
加
え
、
県
内
初
出
土
の
三
角
板
革

綴
衝
角
付
冑
（
写
真
）
も
含
み
、
大

和
朝
廷
と
の
関
係
が
推
測
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
桜
川
市
に
な
っ
て
初
め
て
の
指
定

文
化
財
と
し
て
、
９
月
24
日
に
３
件

が
告
示
さ
れ
ま
し
た
。

◆
二
所
神
社
本
殿
（
西
小
塙
）

　
江
戸
時
代

宝

永

５

年

（
１
７
０
８
）の

建
立
で
、
市
内

で
も
一
際
豪
壮

雄
大
、
ほ
ぼ
全

面
に
装
飾
彫
刻

を
施
し
た
壮
麗

な
建
造
物
で
す
。
大
工
棟
梁
は
成
田

山
新
勝
寺
三
重
塔
や
、
薬
王
院
三
重

塔
（
真
壁
町
椎
尾
）、
小
山
寺
本
堂

（
富
谷
）、
楽
法
寺
本
堂
（
本
木
）
を

は
じ
め
数
々
の
建
築
を
手
掛
け
た
桜

井
瀬
左
衛
門
で
、
彼
は
当
地
（
中
郡

羽
黒
）
の
出
身
で
す
。

◆
木
造
五
智
如
来
坐
像
（
楽
法
寺
）

　
雨
引
観
音
楽
法
寺
多
宝
塔
（
県
指

定
文
化
財
）
の
中
に
安
置
さ
れ
る
大

日
、
阿
閦
、
宝
生
、
阿
弥
陀
、
不
空

成
就
の
５
体
の
仏
像
で
す
。

「
と
も
も
と
（
朝
幹
）
が
子
孫
た
る

べ
く
候
は
ば
、
よ
う
が
い
（
要
害
）

を
こ
し
ら
え
、
用
心
昼
夜
と
も
に
油

断
あ
る
べ
か
ら
ず
候
」

『
真
壁
朝
幹
置
文
』
寛
正
七
年

（
１
４
６
６
）

訳
　
真
壁
朝
幹
の
子
孫
で
あ
る
な
ら

ば
、
要
害
（
城
）
を
築
き
、
昼
も
夜

も
油
断
な
く
守
り
な
さ
い
。

　
こ
れ
ま
で
に
紹
介
し
た
越
前
・
朝

倉
宗
滴
、
相
模
・
北
条
早
雲
の
こ
と

ば
。
戦
国
時
代
を
知
恵
と
用
心
で
生

き
た
武
将
の
言
葉
は
、
真
壁
城
主
・

真
壁
朝
幹
も
語
っ
て
い
ま
す
。
室
町

時
代
に
没
落
し
た
真
壁
家
を
苦
難
を

の
り
越
え
て
再
興
し
た
朝
幹
。
彼
が

息
子
に
語
る
「
要
害
（
城
）」
の
必

要
性
は
戦
国
の
世
の
幕
開
け
と
と
も

に
、
家
と
地
域
を
命
が
け
で
守
る
緊

張
感
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
真
壁
城
跡
の
発
掘
で
は
、
ま
さ
に

朝
幹
の
子
や
孫
の
設
計
に
よ
っ
て
、

戦
国
の
城
・
真
壁
城
が
築
か
れ
た
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

歴
史
の
こ
と
ば
　
11
月

市
内
文
化
財
３
件
が
新
た
に

市
指
定
に
な
り
ま
し
た

　
平
成
21
年
度
・
真
壁
城
跡
の
発
掘

調
査
の
成
果
に
つ
い
て
、
現
地
説
明

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

■
日
時
／
12
月
６
日
（
日
）

　
午
前
の
部
10
時
30
分

　
午
後
の
部
13
時
30
分
　

※
午
前
・
午
後
は
同
じ
内
容

■
場
所

真
壁
城
跡
（
真
壁
町
古
城
）

※
会
場
は
真
壁
第
一
体
育
館
の
東
側

に
な
り
ま
す

■
内
容
／
真
壁
城
跡
の
発
掘
で
出
土

し
た
戦
国
時
代
の
堀
跡
や
出
土
品
を

公
開
い
た
し
ま
す
。

■
参
加
費
／
無
料

　
説
明
会
資
料
を
配
布
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

　
当
日
、
現
地
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
定
員
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
駐
車
場

　
真
壁
第
一
体
育
館
（
無
料
）

　
係
員
が
誘
導
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
先

文
化
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

（
☎
58-

５
１
１
１
、
75-

３
１
１

１
、
内
線
３
２
２
４
）

国
史
跡
・
真
壁
城
跡

発
掘
調
査
現
地
説
明
会

開
催
の
お
知
ら
せ
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書図 案 内刊新BOOK INFORMATION

大和中央公民館図書室
《児童図書》

だいじょうぶだよ、ゾウさん　　ローレンス・ブルギニョン

ブーのみるゆめ　　　　　　　　作 ･ 宮川ひろ／絵 ･ いもとようこ

ラグとおかあさんウサギ　　　　シートンさんのどうぶつ記１～３

10 わのコガモのぼうけん　　　　シートンさんのどうぶつ記１～３

スプリングフィールドむらのキツネ　シートンさんのどうぶつ記１～３

《一般図書》

ポストライムの舟　　　　　　　　　　津村記久子

［モー］が呼んでいる　　　　　　　　 倉持　　武

十雑穀デリ　　　　　　　　　　　　　植木もも子

星守る犬　　　　　　　　　　　　　　村上たかし

美味しいサラダを作りたい　　　　　　石田純子／森山弥生

【今月のおすすめ図書】

いとしの犬　ハチ
いもとようこ

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

※ハリウッド映画になった話題のハチ公を、いもと
ようこさんが絵本に画きました。世代をこえて伝え
ていきたい、人間と犬との深い絆が涙を誘います。

真壁中央公民館図書室
《児童図書》

ＩＱパズル大百科（全６巻）　　　　　 秋山　　仁 監修

日本人いのちと健康の歴史（全５巻）　 加藤　文三 編ほか

もったいないばあさん　　　　　　　　真珠まりこ

しずくちゃん（７巻）　　　　　　　　 ぎぼりつこ

まじょ子どんな子ふしぎな子　　　　　藤真知子・ゆーちみえこ

のだめカンタービレ（22 巻）　　　　　二ノ宮知子

《一般図書》

ほうき星（上・下）　　　　　　　　　 山本　一力

半島ふたたび　　　　　　　　　　　　蓮池　　薫

壺霊　　　　　　　　　　　　　　　　内田　康夫

骸骨ビルの庭（上・下）　　　　　　　 宮本　　輝

やわらか脳　　　　　　　　　　　　　茂木健一郎

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

58-

５
１
１
１

【今月のおすすめ図書】

老い楽　対談
上坂冬子・曾野綾子

岩瀬中央公民館図書室
【今月のおすすめ図書】

 ぼくは王さまⅢ（４巻）
志村　輝夫

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

《児童図書》

ゴリラのパン屋さん　　　　　　　　　白井三香子

とうちゃんのトンネル　　　　　　　　原田　泰治

まいごのちびうさぎ　　　　　　　　　うのかずこ

《一般図書》

英雄の書（上・下）　　　　　　　　　 宮部みゆき

ハリー ･ ポッターと死の秘宝（上・下）　J･K･ ローリング／訳　松岡佑子

不思議の国のトットちゃん　　　　　　黒柳　徹子

天上の白い笑み　　　　　　　　　　　桐生　典子

懐郷　　　　　　　　　　　　　　　　熊谷　達也

※著者の上坂冬子さんは、４月 14
日に死去されました。お二人の 30
年来の友情が感じられます。
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桜
川
文
芸

　
俳
　
句

【
桜
川
市
岩
瀬
「
萩
」
俳
句
会
】

落
蝉
の
抱
き
た
る
空
の
深
さ
か
な

藤
　
田
　
凡
　
鐘

虫
の
音
や
早
起
き
の
く
せ
亡つ

夫ま

に
似
て

若
　
色
　
寿
美
女

山
峽
の
ひ
と
す
じ
道
や
蕎
麦
の
花

仁
　
平
　
房
　
女

曼
球
沙
華
観
音
様
の
仁
王
門

金
　
田
　
と
う
女

耒
し
方
の
影
ふ
み
し
め
て
十
三
夜

荻
　
原
　
勅
　
彦

梨
の
木
も
人
も
老
い
た
り
吾
亦
紅

島
　
田
　
喜
与
子

農
終
ひ
肌
の
手
入
れ
を
ね
ん
ご
ろ
に

萩
　
原
　
き
し
の

【
茂
山
俳
句
会
】

寂
峰
忌
句
碑
に
ち
ち
ろ
の
慕
ひ
鳴
く

宮
　
本
　
芳
　
江

虫
し
ぐ
れ
音
読
の
子
を
囃
し
を
り

鈴
　
木
　
ノ
ブ
子

秋
冷
や
き
の
ふ
と
同
じ
鳥
が
ゐ
て

井
　
坂
　
洋
　
子

桐
箪
笥
よ
り
の
新
涼
防
腐
剤

泉
　
　
　
健
　
作

香
合
の
梵
字
浮
き
だ
す
寂
峰
忌海

老
澤
　
静
　
夫

落
葉
掃
く
日
々
と
な
り
け
り
寂
峰
忌

松
　
崎
　
い
　
ま

師
の
句
碑
に
露
の
ひ
か
り
を
散
り
ば
め
し

田
　
崎
　
信
　
子

老
農
の
綻
ぶ
顔
の
豊
の
秋

大
　
関
　
く
　
に

秋
霖
や
籬
に
し
と
ど
寂
峰
忌

吉
　
原
　
秀
　
子

寂
峰
忌
秋
冷
触
る
る
萩
白
し

竹
　
林
　
て
　
る

己
が
歯
で
新
米
食
べ
て
み
た
き
か
な

鶴
　
見
　
菊
　
江

朝
風
に
夕
風
に
秋
来
た
り
け
り植

　
田
　
祥
　
雲

素
饂
飩
で
済
ま
す
昼
餉
も
寂
峰
忌

飯
　
山
　
　
　
昭

【
一
般
投
稿
】

八や

そ

む

つ

十
六
路じ

良
夜
を
水
の
ご
と
眠
り

木
　
下
　
善
　
信

　
短
　
歌

【
真
壁
短
歌
会
】

孫
の
手
を
か
り
て
登
れ
る
女
体
山
嬥か

が

え歌
の
歌
人

偲
び
つ
つ
憩
う

田
　
中
　
　
　
要

灯
を
慕
い
飛
び
来
し
な
ら
ん
ガ
ラ
ス
戸
に
身
を

打
ち
つ
け
て
蝉
は
地
に
落
つ

青
　
木
　
栄
　
子

旭
山
動
物
公
園
は
親
子
連
れ
の
人
群
に
て
見
し

は
魚さ

か
な
か
ん館
の
み

市
　
村
　
ヤ
　
ス

灼
熱
を
包
み
極
ま
る
鬼ほ

う
ず
き灯

の
赤
の
占
め
た

る
八
月
の
庭

根
　
本
　
よ
し
子

一
言
も
迷
う
こ
と
な
く
「
原
爆
の
日
」
平

和
宣
言
を
な
す
小
学
生
代
表

宮
　
田
　
君
　
江

【
一
般
投
稿
】

迷
い
つ
つ
野
ば
ら
を
折
り
て
卓
上
に
飾
れ

ば
三
日
生
き
生
き
と
咲
く芝

　
　
　
せ
つ
こ

生
命
あ
る
限
り
悪
し
く
も
は
た
良
く
も
人

は
移
ろ
ひ
常
な
き
も
の
を木

　
下
　
善
　
信

築
山
に
美
を
競
い
合
い
金
木
犀
優
雅
な
香

気
を
部
屋
に
入
れ
こ
む

大
　
山
　
し
　
げ

　
俚
　
謡

【
さ
く
ら
俚
謡
会
】

み
ん
な
し
っ
か
り
健
康
管
理

こ
わ
い
イ
ン
フ
ル
防
ぐ
日
々

岩
　
瀬
　
き
み
子

着
替
え
上
手
な
女
の
襟
を

な
ぜ
て
富
谷
の
夕
の
鐘

稲
　
葉
　
建
　
正

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
受
け
継
ぐ
孫
に

夢
を
託
し
た
七
・
五
・
三

田
　
　
　
哲
　
人
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わが家の笑顔わが家の笑顔

　大国小学校で、生徒達だけでなくＰＴＡや地域住民

の皆さんも参加した防災訓練が実施されました。生徒

達は避難訓練、煙体験、初期消火訓練などを行いまし

た。地域の皆さんは応急担架による搬送訓練や天ぷら

鍋火災の初期消火訓練などを行いました。最後は生徒・

ＰＴＡ・地域住民が一緒になってのバケツリレーによ

る消火訓練を実施しました。

※このコーナーに掲載をご希望の方は、秘書広報課　（☎ 58-5111・75-3111 ／内線 1268）までお申込みください。

おじぃちゃんからひとこと

　我が家のかわいい初孫

です。健やかに成長する

ことを祈ってるよ。

お父さんからひとこと

　やんちゃな海クン、食

いしん坊な琉桜クン、い

つも明るく元気でネ♥

【 表　紙 】

古
ふ る

川
か わ

　華
か

乃
の ん

ちゃん

 平成 20 年９月 25 日生

（真壁町真壁地区）

上
う え

野
の

　海
か い

斗
と

ちゃん（写真左）

 平成 18 年８月３日生

上
う え

野
の

　琉
り

桜
お

ちゃん（写真右）

 平成 20 年 6 月 6 日生

（真壁町椎尾地区）

軽
ト
ラ
市
場

出
店
車
募
集

■
出
店
料
／
１,
０
０
０
円
／
台

（
１
区
画
）

■
募
集
数
／
20
台
（
軽
ト
ラ
ッ
ク

限
定
）

■
応
募
締
切
／
11
月
12
日
（
木
）

※
出
店
に
つ
い
て
の
詳
細
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
企
画
課（
☎

58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１

代
表
）

新
そ
ば
祭
り

・�

い
わ
せ
蕎
麦
の
会
／
の
ど
越
し

の
良
い
更
科
そ
ば

・�

や
ま
と
そ
ば
打
ち
大
好
き
会
／

味
わ
い
深
い
田
舎
そ
ば

乗
馬
体
験

　
好
評
の
大
和
ホ
ー
ス
パ
ー
ク
に

よ
る
乗
馬
体
験
。

■
時
間
／
12
時
～
14
時

軽トラックの荷台を利用して、農産
物や加工品、工芸品などを販売しま
す。

収穫したての新蕎麦を使った、風味
豊かな手打ちそばをご堪能くださ
い。

ニンジン１本持参で、無料乗馬体験
ができます。

■
日
時
／
11
月
29
日
（
日
）
10
時
～
14
時

■
会
場
／
桜
川
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
（
桜
川
筑
西
IC
正
面
）

「
さ
く
ら
が
わ
ー
る
ど
」開
催

第３回
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